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３ 要 旨 

 登熟期の気象要因が玄米の蛋白質含量に及ぼす影響について検討した。本試験には、登熟条件を変え

るために平成８年から12年の水稲作柄解析試験における移植栽培（5月1日移植、5月15日移植、6月4日移

植）、湛水直播栽培（5月上旬播種）および乾田直播栽培（4月下旬播種）産の「ひとめぼれ」と「コシヒカリ」を

用いた。 

(1) 出穂後40日間の平均気温は出穂期が遅れるにつれて低下し、8月20日以降の出穂期で 22℃を下回っ

た。出穂後40日間の日照時間は、平均気温と同様に出穂期が遅れるにつれて減少する傾向がみられたが

その差は小さかった。玄米重は移植時期が遅れるにつれて低下し、直播栽培では出穂期がほぼ同時期の6

月4日移植よりやや上回った。玄米千粒重は直播栽培が移植栽培より大きく、玄米品質はほぼ同様であっ

た。 

(2) 玄米の蛋白質含量について登熟期間の気温、日照時間などとの関連を調査した結果、気温との関連は

見いだせなかったが、出穂後20日間の積算日照時間が減少するにつれて玄米の蛋白質含量が高まる傾向

が認められた（図１）。さらに、玄米の蛋白質含量は品 質判定機による未熟粒歩合との正の相関関係

（r=0.675）がみられた。直播栽培における玄米の蛋白質含量は、登熟歩合（r=-0.690）や玄米品質（r=0.694）

との相関係数が高かった。 

(3) 以上のことから、玄米の蛋白質含量は出穂後20日間の積算日照時間が多くなるにつれて低下すること

が示された。また、直播栽培では登熟歩合を高め、未熟粒歩合を減少させることにより玄米の蛋白質含量

を低下させる可能性が示された。 
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